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育もう地域のきずなと郷土愛

今月の「きずな」今月の「きずな」

☀特集 「多文化共生のまちづくり」その3
 　　 羽村市がキルギス共和国のホストタウンに登録されました。
 　　 世界の文化講座「キルギス共和国のおいしい料理を作ろう！」のお知らせ
☀市民活動団体の社会貢献活動紹介
 　　 「羽村市文化協会」「女声合唱団 ヴォーチェ アルジェンティーナ」を紹介します。
☀令和元年度市民提案型協働事業 ( 再募集 ) の審査結果
☀市民活動講座
　「外国人おもてなし語学ボランティア育成講座」を開催しました。
☀女性のキャリアデザイン支援講座・女性のチャレンジ支援講座のお知らせ
☀団体のひろば

市民活動センターのご案内
名　　　称　 羽村市市民活動センター
所　在　地　 羽村市役所 東庁舎 2 階 2 番窓口
開 所 日 時　 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
連　絡　先　 地域振興課 市民活動センター係
　 TEL 042-555-1111　内線 631・632
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特集「多文化共生のまちづくり」その3
　市では、市民活動団体等と連携を図りながら、外国人観光客や市内の外国籍市民の
皆さんが安心して過ごせる環境を整えるため、さまざまな取組みを行っています。
　今回は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けた取組み
を紹介します。

羽村市がキルギス共和国のホストタウンに登録されました！
　内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大
会推進本部が同大会に向けて推進している「ホストタウン構想」に
おいて、令和元年６月 28日、第 14次登録団体の公表が行われ、羽
村市がキルギス共和国のホストタウンに登録されました。

　今後は、ホストタウンとして、事前キャンプ実施の支援を行うとともに、文化やスポー
ツ等を通じた相互交流事業を実施していきます。

世界の文化講座「キルギス共和国のおいしい料理を
� 作ろう！」参加者募集中！
　キルギス共和国の食文化をテーマに料理講座を行います。
　講師の酒庭さんから、キルギス共和国の料理「マントゥ（蒸し餃子）」と
「サビスサラット（中央アジア風ニンジンシリシリ）」の二品を教わります。
講座では、日本語ボランティア翼の会・夜の部の皆さんにご協力いただき、外国籍市
民の皆さんと一緒に交流しながら、楽しくおいしいキルギス料理を作ります。ぜひご
参加ください！

日　時　10月 6日（日）午後 5時～ 7時 30分
会　場　コミュニティセンター調理研修室（2階）
対　象　市内在住・在勤・在学の 18歳以上の方
定　員　20人（応募多数の場合は抽選）
費　用　500円（材料費）
持ち物　エプロン、三角巾（またはバンダナ）
申込み・問合せ　9 月 27日までに、電話、メールまたは
	 　直接地域振興課市民活動センター係へ
	 　（土・日曜日、祝日を除く午前 8時 30分～午後 5時）
電　話：042-555-1111（内線 632）
メール：s107000@city.hamura.tokyo.jp

講師　酒庭伊織さん
（元キルギス青年海外
協力隊	料理隊員）

　ホストタウンとは・・・東京 2020 大会開催に向け、スポーツ立国、
グローバル化の推進、地域の活性化、観光振興等に資する観点から、
参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図る地方公共
団体を「ホストタウン」として内閣官房が登録をする制度です。
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市民活動団体の社会貢献活動紹介

羽村市文化協会

女声合唱団�ヴォーチェ�アルジェンティーナ

　今年度の事業として、文化祭の企画運営、美術工
芸展、サロンコンサート、ホール事業、文化サーク
ルの紹介・体験教室、研修旅行、北杜市との文化交
流などを行います。10 月 11 日～ 11 月４日に開催
される「第 50回羽村市文化祭」では、ゆとろぎ全館
を会場にして、ホール 50団体、展示３連盟 30団体、
２個人が日頃の成果を発表します。また、下記の特
別企画を開催します。
・「指導者展」（10月 11日～ 14日）
・「わたしの夢展」（10月 11日～ 11月 3日）
・「OYAJI バンドフェスティバル」（10月 12日）
・「文化講演会」（10月 26日）
・ゆとろぎオペラ「カルメン」（11月 4日）

　｢銀の鈴（アルジェンティーナ）｣ のような音色で合唱がしたいという希望を持ち、歌うこ
と 36年となりました。なかなか夢のようには歌えませんが、合唱が大好きな団員は練習熱心、
アカペラのミサから日本の合唱曲などいろいろなジャンルの曲を歌っています。そして近年は
多くの方々に自分たちの合唱を聞いていただくこと
と共に、一緒に歌っていただきたいと高齢者施設へ
の訪問をし、懐かしい童謡・唱歌・抒情歌・歌謡曲
などを歌い、楽しいひと時を持っています。

【団体紹介】
　平成 17年創立。加盟団体 96団体、
会員数約 1,300 人。美術・工芸、音楽、
生活文化、舞踊、演劇などの様々な分
野の文化団体が加盟しています。

問合せ先
　羽村市文化協会　会長　市野　明
　（事務局）
　℡� 042-579-2772
　ﾒｰﾙ� hamura-bunka@outlook.jp

【団体紹介】
　私たちと歌ってくださる方、体験に
いらっしゃいませんか。
日時　毎金曜日午後１時 30分～４時
会場　ゆとろぎ音楽練習室

問合せ先
　女声合唱団�ヴォーチェ�アルジェンティーナ
　代表　杉浦　康枝
　℡� 042-554-4974
　ﾒｰﾙ� sugiuras@t-net.ne.jp第 42回全日本おかあさんコーラス東京支部大会

平成 30年 6月 9日　会場 /府中の森芸術劇場どりーむホール

羽村市文化協会総会
（ゆとろぎ小ホール）

サロンコンサート
「ラテンギター」

研修旅行
（北斎美術館）
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令和元年度市民提案型協働事業(再募集)の審査結果
　「市民提案型協働事業」とは、地域課題や多様化するニーズに、より効果的に対応するため、
市民活動団体の特性を生かした提案を募集し、市民活動団体が主体となり市と協働で事業を実
施するものです。
　令和元年度は、再募集を行い、３つの事業提案がありました。羽村市市民提案型協働事業審
査会による審査の結果、３つの事業を採択しました。

◆採択事業（3事業）◆

　「自分たちのまちは自分たちで守る」ための施策として、日常生活のなかの犬の散歩時や
通勤・買い物などでの自転車の運転時にパトロール活動をしていただき、不審者や公共施設
の異変などに気が付いた場合は、警察等関係機関へ連絡していただく制度を創設し、市民パ
トロール活動を更に推進していきます。

　２年間、ファシリテーションに関係する様々な技術の基礎的な講義やワー
クショップの講座を実施してきました。そこで、今年度は地域の中での対話
を試みます。ファシリテーションの実践的な講座や、地域づくりを考える対話を通じて、市
民活動にも生かすことができる話し合いの手法の知識や技術、考え方を学び、地域の活性化
につなげていきます。

　現在、羽村市内には、言葉 (日本語 ) に不安やストレスを抱えている多く
の外国籍市民が住んでいます。また、外国籍市民は今後ますます増加するこ
とが予想されます。外国籍市民が日本で生活していくために必要な日本語学習の支援や情報
提供を行う日本語ボランティアは今後ますます必要になります。
　識者よる、日本語ボランティアの現状、必要性、ポイント等についての講座を開催し、日
本語ボランティアの考え方や手法を知ってもらうことにより、外国籍市民との相互理解を深
めることができるようにします。

協働団体：NPO 法人市民パトロールセンターはむら

協働団体：social unit UDON

協働団体：日本語ボランティア翼の会・夜の部

市民パトロール活動の推進
（わんわんパトロール・自転車パトロールの実施）

はじめよう！地域の中で対話を！

日本語ボランティアについて知る講座
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市民活動講座
「外国人おもてなし
� 語学ボランティア育成講座」

を開催しました。
　７月 10日、17 日、25 日に「外国人おもてなし語学ボランティア育成講座」
を開催しました。「おもてなし講座」と「語学講座（英語）」をセットにした全 5
回の講座に、26名が参加されました。

おもてなし講座（3.5 時間）
　外国人に対する「おもてなし」の心を身に付けるため、外国人とのコミュニケーションに関
する基礎知識や異文化理解等について、動画視聴やグループワークを通じて学習するとともに、
対応が困難なケースを想定したヘルプカードの使い方を学習しました。

語学講座（２時間×４回）
　中学校で学習する程度の語彙や表現を用い、道案内等に必要な定型
文等を学習するとともに、受講者同士のロールプレイングを交えながら、
英語やジェスチャーを使用したコミュニケーションについて学習しました。

講座の様子
　本講座は、今年で4 回目の実施でしたが、例年、定員以上の応募
があり、参加率も非常に高いことから、市民のボランティア意識や東京
2020 競技大会への関心が高まっていることが伺えました。参加された
皆さんは、熱心に講座を受講され、グループワークやペアワークなどで
も、積極的にコミュニケーションを図り、楽しみながら学んでいました。

女性のキャリアデザイン支援講座・
女性のチャレンジ支援講座のお知らせ

　市では、就労や地域活動など、何かを始める、チャレンジしてみたい意欲を持つ方
むけの講座を開催します。一歩を踏み出すきっかけとして、講座に参加してみませんか。
（１）			女性のキャリアデザイン支援講座　11月			8 日（金）
（２）			女性のチャレンジ支援講座　　　　11月	15 日（金）
≪講座の共通事項≫
時　間　午前 10時～正午
会　場　生涯学習センターゆとろぎ　講座室
定　員　各 20人（先着順）

※詳しくは広報はむら 10月 1日号をご覧ください。
※男性の参加、一つの講座のみの参加も可能です。
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「市民活動団体」の登録を受け付けています！

「きずな」を通じて情報発信をしませんか？

羽村市公式サイトからも「市民活動」の
情報をご覧いただけます。

　「市民活動団体」の登録は、地域振興課市民活動
センター係で受け付けています。
　登録いただくことで、年に1回発行している市民
活動団体ガイドに掲載できるほか、市民活動情報紙

「きずな」や羽村市公式サイト「市民活動のページ」
への掲載申込みができるようになる等のメリットがあ
ります。団体の広報機会の拡充のためにも、ぜひ
ご登録ください。

　市民活動団体または社会教育関係団体の登録を
している団体は、市民活動情報紙「きずな」に、会
員募集、催し物、活動報告を、それぞれにつき原
則として１年に１回掲載することができます。
　※１年に２回目以降の掲載を希望する団体はお問
合せください。掲載できる場合があります。

　羽村市公式サイトのトップページ左側にある「広
がる市民活動」のボタンからアクセスしていただくと、

「会員募集」や「催し物情報」などの市民活動の情
報をご覧いただけます。

問合せ先
　地域振興課市民活動センター係
　℡042-555-1111　内線631・632

●第50回羽村市総合体育大会　テニス競技
一般男子・女子、シニア、グランドシニアダブル
スの参加者を募集します。詳細は申込み窓口でご
覧ください。／㊐10月6日 (日) 午前8時～午後5
時／ 富士見公園テニスコート、羽村高等学校テ
ニスコート／ 市内在住、在勤、在校／ 無料／

羽村市テニス連盟／ 申込みは体育協会事務
所 ( スポーツセンター内 )と富士見公園クラブハウ
スに置いてある申込み用紙を同所に提出してくだ
さい。／問℡ 042-579-3269 松井、ﾒｰﾙ yoshi-
matsui5815@krf.biglobe.ne.jp

●篆刻作品展
てん刻の会・和楽はゆとろぎで月2回、水曜日の午後、
楽しく篆刻を学んでいます。ぜひおでかけください。
／㊐10月16日 (水) ～10月20日 (日) 午前10時
～午後5時／ ゆとろぎ ( 会議室 ) ／問℡ 042-
579-0328 青柳

●エンジェルフィッシュ（水泳サークル）
楽しく水泳をしたい女性の方、四泳法を練習してい
ます。泳げない人も大歓迎。体験もできます。／
㊐毎週金曜日午前10時～正午／ スイミングセン
ター／ 女性／ 月額2,800円、保険料年額1,850
円／ 1,000円／ 津野田淑子／問℡ 042-554-
9626 佐々木（午後5時以降）

●自彊術羽加美教室
自彊術 (じきょうじゅつ ) 名前は古いが現代人の身
体に適った体操。自分に合ったレベルで、月謝1か
月無料。／㊐毎週火曜日午後1時15分～2時45
分／ スポーツセンター第3ホール／ 成人男女／

月額2,000円／ 体操のできる服装／ 築地光
子／問℡ 090-3125-7163 結城康一、042-554-
6859 杉浦傚子

団体のひろば団体のひろば

おでかけください

募集しています

記号の意味　㊐日時　 会場　 対象　 定員・募集人数
費用　 入会金　 持ち物　 期限　 講師・指導　 出演　
主催　 共催　 後援　 その他　問問合せ・申込

●ワイワイひまわりクラブ（水泳教室）
健康のために水泳を始めたい方、初心者、経験者、
大歓迎です。生涯スポーツとして楽しく活動しましょ
う。／㊐毎週火曜日午前9時～11時／ スイミン
グセンター／ 18歳から／ 月額3,000円／
1,000円／ 水着、帽子、ゴーグル／ 宮崎京子
／ 無料体験あり／問℡ 0428-33-6127　髙橋
久江

●羽村水中健康クラブ
水中運動、泳ぎ、健康維持のために。体験できま
す。／㊐毎週火曜日午後2時～4時／ スイミング
センター／ 18歳以上／ 若干名／ 月額3,000
円／ 1,500円／ 水着、ゴーグル、帽子、タオ
ル／ 吉葉多智子、松本正子／問℡ 042-554-
4334 近藤明美

●スマイルの会
精神疾患をお持ちの方の家族会です。ご家族だけ
で悩まず、一緒に話して、学んで、元気になりませ
んか。／㊐第1土曜日午後1時30分～4時30分
／ 福祉センター／ 精神疾患をお持ちの方の家
族／ 月額100円／ お茶／ 随時入会可能／問
℡ 042-578-0764 水上


